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学童赤痢菌保有率の疫学的意義

長崎大学風土病研究所病理部第一研究室

(主任:登　倉　　登教授)

長野康之
ながのやすゆき

(本論文の要旨は,昭和28年12月20日(長崎)J第5回長崎県総合公衆衛生研究会∫

日本公衆衛生学会長崎県支部虫に於いて口演発表した.)

緒　　　　　　　　言

急性伝染病はJ公衆衛生の進歩に伴い'一

般に著明に減少して来たにもか1わらす,蘇

痢のみは,防疫対策に抗して,年々増加の一

途をたどっている.庫痢蔓延状態の把握は'

赤痢防疫対策の第一に取り上げられるべき問

題であるが,とかく,.その流行の跡を追い越

わしてゐるに過ぎない感がないでもない.蘇

痢発生後には保菌率が上がり,保菌率の高い

地域では曜患率も高いのは当然であるが'そ

のような東循環-Circulus viciosusが行われ

ている以上,保菌者の絶滅によってのみ赤痢

は撲滅されるの平ある.軽症患者を含めた赤

痢探菌者の徹底的検索と処理が適切に行われ

ないとすれぼ,戦後日本的風土病の様相を呈

して来た赤痢の絶滅は望めないが'それを患

者家族放びに病後保菌者と共に看逃がすこと

のできない著しい数の潜在患者に施行するこ

とは,衛生経済及び衛生思想由貴国な我国の

硯情では不可青巨忙近い困難な問題かも知れな

い.吾々は,既に発表したように,昭和27年

及び昭和28年の再度にわたり,大村保安隊に

畢いて保菌炊事員から発生したと思われる,

爆発的集団赤痢に遭遇.し,また'昭和28年3

月I大村市に於いて,潜在患者を感染源とす

る集団赤痢を経験し,保菌者&ぴに潜在患者

の疫学的重要性を吏めて痛感した.昭和27年

以後,大村保健所によって赤痢保菌者の検索

が行われ,管轄地区放びに部落の赤痢菌浸淫

状況の大貌を知ることを得,就中,著者の興

味に於いて,学童及び生徒の赤痢菌保有状況

を把握する機会を与えられ, 3年校20,3ヰ0名中J

最高1.8鬼,最倣p.1fc,平均0.5%の検出率

を知り,菌型に於いては,昭和27年に比してI

昭和28年にはFle頁neri'2a, Fl血nerォ2bの減

少と　SonneicD増加が認められ'赤痢菌は処女

地を求めて流行を来たすという小島乾の論を

肯定し,叉,学年別検討によって,年齢が進

み,免疫が高至る咋つれ'感染しても発症す

るものが少くなるという山下氏の説に一致す

る成績を得,女子に比して男子の方が感染率

が高いことなどに就いて,その概略を報管し

たが,今回は稿を吏めて,学童並びに生徒の

赤痢菌検索により,地区,部落の赤痢菌浸浬

状況がうかがえると言う問題について詳しく

論じたい.でラl)了,フィ　ラ･1)ア症に於いて

は,その浸浬状況を知るためにJまづ学童を

検索することが古くより行われているが'赤

痢に於いても同様の事が言えるとすれぼJ各

地区及び各部蕗を代表する学童の定時検索に

ょり,その赤蜘菌浸浬状況を把握し,保菌学

徒の家庭,部落'地区に検索の手を伸ぼすこ

とによりI赤痢の蔓延を未然に防止する手段

を講することもできると思う.
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調　査

I)患者は,各病院I診療所から届けられ

たものを対像として調査した.

2)地区保菌者,学童保菌者は直腸採便,

現場で培地に塗抹L･I自動車で遵達して培養

に附し,赤痢菌検査基準に従って陽性陰性を

決定した.地域保菌者の成蹟は,昭和27年,

昭和28年に於ける大村保健所実践にもとづい

調　査

Ⅰ.第1表J第1図ほ,昭和27年度に放ける学童

保菌率と出身地区の保菌率及び患者発生率との関係

方　法

て調査検討した･ものである.

3)地区は行政区分に従い,学童はその居

住部落別に分け, 1地区に2校以上ある場合

は合一して成績を纏めた.

4)患者発生率は地区の総人口に対する百

分率,保菌者は検索某月に対する百分率で示

した.

成　績

を示すものであるが,大体に於いて各項は並行しJ

学童保菌率から地区別の浸産度の濃淡がうかがえる.

第1義　　昭和27年度に於ける学童保菌率と居住地区保菌率,患者発生率との関係
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､Ⅰ.第2表･第2図は,昭和27年度に於ける濃厚

浸産地区と見られた竹校地区を例に取りJ学童保菌

率とその居住部落の赤痢浸理状況とが並行状態にあ

ることを元Lている.

Ⅱ.第3表･第3図ほ,昭和28年度に放ける学童

保菌率と各地区の赤痢漫浬状況(患者及び保菌者を

結合して〕との関係であるが,大体両者の並行した

成跨が見られる.

考　　　　察

大村保健所管内に於ける昭和27年･二28年の

赤痢西棟索実践に基づいて,学童赤痢菌保有

状況から居住嘩区及び部落の赤痢浸浬状態が
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を加え,有意義な結果を得るととができた.
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区及び居住部落に於ける赤痢菌の浸浬状況と

大体改行関係を示すことを知った.赤痢保菌

者の検査は適切なる時期に適切なる方放で学
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童に就いて行oeば,その居住地区,居住部落,

家庭に於ける保菌状況を或程度予知すること

ができるので,赤痢の流行を未然に防ぐとい

う企画に一つの根拠を与え得ると信する.一

括

1)一定地区又は部落の赤痢発生の頻度は

其処に居住する人民の赤痢保菌率に大体並行

する.

2)学童赤痢保菌率は彼等が居住する地区

又は部落の人民のそれに大体並行する.

校に集団する学童を一挙に梗塞することは'

比較的容易なことであって'疫学相の究明と

共に,ワクチン効果判定実験の地区選定にも

利摘され得るものと考えられる.

論

3.)学童赤痢保菌状況の定期検索によって,

彼等の属する地-EE又は部落のそれを推定し,

赤痢発生の防過手段を未然に施すことができ

る.

摘草するに当たりJ御懇切なる御指導と和睦閲を賜わった恩師登倉教理に

感謝由誠を捧げると共に,r終始御協力頂いた大村保健所長編田道男氏及か

同所検査室主任榎尾重-氏に満願の謝意を表する･.
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